
森林経営計画制度 
 森林経営計画は、森林所有者本人又は森林所有者から森林経営の委託を受けた者（森林
組合など）が、団地的なまとまりを持つ森林について、今後５カ年間に行う予定の伐採や
間伐、造林、保育などに関する計画を立て、市町村長等の認定を受ける制度です。 
 森林経営計画は森林所有者等が任意で作成するものですが、補助金等の優遇措置もあり
ますので、是非、森林経営計画を立て、計画的に森づくりを進めましょう。  

計画の認定基準は？ 

計画の内容はどのようなものですか？ 

○ 長期にわたる森林施業及び保護の方針 
○ 5年間の具体的な施業の計画 
  ・伐採する箇所、伐採面積、伐採材積、植栽箇所、植栽面積  
○ 5年間の森林作業道の開設計画などです 
また、伐採等の予定がない天然林などについても、保全する森林として計画に含めることができます。 

 計画の認定基準には様々なものがありますが、代表的な基準はつぎのようなものです。 
 ・伐採予定の森林の年齢がその森林の所在する市町村が定める標準的な伐採年齢以上であること 
 ・伐採量が長期間安定的に木材生産が継続されるよう算出された基準の範囲内であること 
 ・伐採後の更新（植林など）を市町村で定める期間内に行うこと 
 ・市町村が定める基準に沿うよう適切な間伐を行うこと  など 

● 補助金等の優遇措置を受けるためには別途条件や手続きがあり、森林経営計画の認定を受けたこ
とで自動的に補助金等が受けられるものではありません。 
● 計画を無視した施業を行ったり、事前の変更を行わずに計画の内容と大きく異なる施業を 
 行った場合などには、計画の認定が取り消され、造林補助金を返還することになる場合があります。 

計画の認定 計画に基づく
施業の実施 

計画の作成 

森林所有者等 市町村 森林所有者等 

計画を作成するにはどうしたら良いですか？ 

 計画を作成するには、隣接する他の森林所有者と共同で作成するか、もしくは森林組合等の林業
事業体に経営を委託して作成することが必要なほか、専門知識が必要ですので、まずは、森林の所
在する地域の森林組合又は市町村役場、道の振興局（林務課・森林室）にご相談ください。 
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計画作成のメリットはどのようなものですか？ 
国や道・市町村の補助金等の優遇措置があります。 
◆補助金 
 ・森林経営計画の作成者が行う植栽、下刈り、間伐、森林作業道の開設等の費用に対し、標準的な経費の最大 
  ７～９割程度が補助されます。（一定の条件を満たすことが必要です） 
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団地的なまとまり
で計画を作成する
ことが必要です！ 


